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P02　奴国の丘歴史資料館・歴史公園へようこそ
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今号の表紙
　8月2日、春日公園テニスコートで行われた、全国高等学
校総合体育大会テニス大会の女子団体戦、柳川高校（福岡）
対長岡高校（新潟）の様子。
　全国の予選を勝ち抜いたシングルス男女各128人、ダブ
ルス男女各64組、団体51校は、炎天下の中、春日公園と博
多の森の２会場で熱戦を繰り広げました。
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問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

　

春
日
市
内
は
、遺
跡
の
宝
庫
と
言

え
る
ほ
ど
、た
く
さ
ん
の
遺
跡
が
あ

り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、国
指
定
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
須
玖
岡
本
遺
跡
は
、

弥
生
時
代
を
代
表
す
る
大
変
重
要
な
遺
跡
で
す
。

　
現
在
、須
玖
岡
本
遺
跡
の
一
部
は
歴
史
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
、公
園
内
の
ツ
イ
ン
ド
ー
ム
で
は
、発
掘
さ
れ

た
当
時
の
遺
跡
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、同
資
料
館
で
は
、須
玖
岡
本
遺
跡
を
は
じ
め
と

す
る
遺
物
の
数
々
を
保
存
し
、展
示
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
と
公
園
を
訪
れ
、

歴
史
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

　
須
玖
岡
本
遺
跡
は
ど
ん
な
遺
跡
？

中
国
の
歴
史
書
で
あ
る「
後ご
か
ん
じ
ょ

漢
書
」

東と
う
い夷
伝で
ん

に
よ
る
と
、西
暦
57
年
に
倭わ

の

奴
国
王
が
後
漢（
当
時
の
中
国
）に
使
者

を
遣
わ
し
、光こ
う
ぶ
て
い

武
帝
か
ら
賜
っ
た
印
が
、

江
戸
時
代
に
志
賀
島
か
ら
見
つ
か
っ
た

「
漢か
ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う

委
奴
国
王
」の
金
印
で
、福
岡
平
野
一

帯（
春
日
市
周
辺
）が
奴
国
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
奴
国
の
遺
跡
で
有
名
な
の
が
、明

治
32
年（
１
８
９
９
年
）に
岡
本
地
区
で
発

見
さ
れ
た
甕か
め
か
ん
ぼ

棺
墓
で
す
。甕
棺
か
ら
は
多

△奴国王墓の立体映像（同資料館展示ホール）
　甕棺の中からは、中国鏡30面前後、銅剣・銅矛・銅

どう か
戈といっ

た青銅製の武器が8口以上、ガラス璧
へき
、ガラス勾

まがたま
玉、管

くだたま
玉な

ど、多数の副葬品が出土しました。

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
・

奴
国
の
丘
歴
史
公
園
へ
よ
う
こ
そ
！

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
・

奴
国
の
丘
歴
史
公
園
へ
よ
う
こ
そ
！

数
の
副
葬
品
が
出
土
し
、質
・
量
と
も
に
他

の
墳
墓
を
卓
越
し
て
い
る
こ
と
か
ら
奴
国

王
の
墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
王
墓
は
光
武
帝
か
ら
金
印
を
賜
っ

た
奴
国
王
よ
り
数
世
代
前
の
王
の
墓
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、王
墓
か
ら
や
や

離
れ
た
北
西
側
一
帯
に
は
集
団
墓
が
あ

り
、こ
の
墓
地
か
ら
も
高
い
比
率
で
副
葬

品
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、王
族
の
墓
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。◁王墓から出土した草

そうようもんきょう

葉文鏡（復元品）
王墓から出土した鏡には、草葉文鏡が3面含ま
れていました。この鏡の直径は約23㎝もあり、
このような大型の鏡は中国でも出土例が少な
く、王侯クラスの墓に出土が限られているこ
とから、特別な鏡であったといえます。
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奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

　

９
月
28
日
㈯
に
、同
資
料
館
・
公
園
を
主

会
場
に
、野
外
コ
ン
サ
ー
ト
や
史
跡
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
、鋳
造
体
験
、ガ
ラ
ス
勾
玉
作
り

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、９
月
15
日
号
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

考
古
企
画
展

「
奴
国
の
ム
ラ
〜
く
ら
し
と
技
術
〜
」

　

40
年
に
お
よ
ぶ
市
内
の
発
掘
調
査
の
成

果
か
ら
、弥
生
時
代
の
遺
跡
を
中
心
に
ム

ラ
の
暮
ら
し
や
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

９
月
28
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館　

特
別
展

示
室

問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

　

弥
生
時
代
の
最
先
端
技
術

須
玖
岡
本
遺
跡
の
王
墓
地
点
か
ら
北
に

１
０
０
ｍ
の
地
点
に
あ
る
須
玖
岡
本
遺
跡

坂
本
地
区
か
ら
は
、青
銅
器
の
生
産
に
関

す
る
遺
物
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、大
規

模
な
青
銅
器
工
房
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。青

銅
器
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
背
景
に

は
、王
の
出
現
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。中
国
大
陸
と
直
接
交

渉
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、原
料
が
安
定

し
て
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
こ
で
生
産
さ
れ
た
青
銅
器
は
祭さ
い
し祀

な

ど
に
使
わ
れ
、北
部
九
州
の
各
地
や
対
馬
、

中
国
・
四
国
地
方
な
ど
へ
供
給
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、奴
国
が
広
い
地
域
に
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
っ
て
？

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
遺
物
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
整
理
・
保
管
し
、調

査
・
研
究
・
展
示
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

同
資
料
館
に
は
、市
内
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
奴
国
の
時
代
を
中
心
と
し
た
貴
重

な
遺
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
考
古
資
料

展
示
室
と
、昭
和
初
期
頃
の
農
家
の
生
活

を
テ
ー
マ
と
し
た
民
俗
資
料
展
示
室
が
あ

り
ま
す
。

入
館
は
無
料
で
す
。一
度
、見
学
に
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
・
歴
史
公
園

場
所　

岡
本
３
ー
57

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

第
３
火
曜
日（
そ
の
日
が
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）、年
末
年
始（
12

月
28
日
〜
１
月
４
日
）

△資料館開館時はツインドーム内も自由に
見学できます。

△昨年の奴国の丘フェスタ。
　火起こし体験をする親子。

秋
は
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
！

①

②

③

①青銅器工房跡復元模型（資料館）
②須玖岡本遺跡坂本地区青銅器工房跡（春日北小学校横）
③鋳造に使われた道具



　

春
日
市
の
ご
み
の
排
出
量
は
現
在
増
加
傾
向
に
あ
り
、平
成
24
年

度
に
市
内
で
発
生
し
た
燃
え
る
ご
み
の
量
は
約
２
万
８
０
０
０
ト

ン
。そ
の
ご
み
を
焼
却
す
る
費
用
と
し
て
、約
５
億
１
０
０
０
万
円

も
の
費
用
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、家
庭
か
ら
出
た
燃
え
る
ご
み
の
中
身
を
調
べ
た
と
こ
ろ
全

体
の
34
％
を
紙
ご
み
が
占
め
、リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
に
限
っ
て
も

全
体
の
約
19
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
左
図
）。

　

つ
ま
り
、平
成
24
年
度
は
約
５
３
０
０
ト
ン
と
い
う
大
量
の
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
紙
が
燃
え
る
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
、そ
の
焼
却
費

用
と
し
て
約
１
億
円
掛
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

紙
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、古
紙
と
し
て
集
団
回
収
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
出
せ
ば
、資
源
を
有
効
活
用
で
き
、燃
え
る
ご
み
の
大
幅

な
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
紙
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
る
紙
は
？

　

次
の
３
種
類（
新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
が
み
）の
古
紙
が
対
象
で
す
。

　

古
紙
回
収
団
体
に
よ
っ
て
は
、他
に
牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

リサイクルできない紙
□防水加工された紙(紙コップ、油
紙など)

□写真
□圧着ハガキ
□感熱紙(ファックス用紙、レシー
トの一部)

□臭いが付いた紙
□昇華転写紙(靴やバッグなどの詰
め物)

□裏カーボン紙・ノーカーボン紙
（複写伝票など）
□使用済みティッシュペーパーな
ど

紙以外
□粘着テープ類
□クリップ類
□フィルム類
□ファイルの金具
□発泡スチロール
□セロハン
□プラスチック製品
□ガラス
□布
□ビニール

これらは必ず取り除きましょう！

リサイクルできないもの
（禁忌品）

①新聞紙（新聞紙・折込広告）

②ダンボール（断面が波状のものに限る）

③雑がみ（①・②・④以外のリサイクル可能な紙）

④牛乳パック

折込広告以外のチラシ類
やハガキは「雑がみ」へ。

アルミ箔
はく

が貼ってあるも
のや防水加工されたもの
は「燃えるごみ」へ。

▷洗って開いて出す。
▷内側にアルミ箔が貼っ
てある紙パックやプラ
スチックの注ぎ口は
「燃えるごみ」へ。

次のページで詳しく紹
介。

リサイクル
可19％

プラスチックごみ

20％

繊維
7％

生ごみ
30％

繊維・草
その他
16％

リサイクル
不可
15％

紙ごみ
34％

△平成23年度春日市家庭系燃えるごみ組成調査
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雑
が
み
を
分
別
す
る
方
法
は
？

　

菓
子
箱
や
ハ
ガ
キ
、封
筒
、カ
レ
ン
ダ
ー
、書
類
な
ど
は
燃
え
る
ご

み
と
し
て
出
さ
ず
に
、分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

雑
が
み
を
出
す
際
は
、次
の
２
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
出
し
方
は
？

　

分
別
し
た
古
紙
は
、古
紙
等
回
収
倉
庫
や
集
団
回
収
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
古
紙
等
回
収
倉
庫

公
民
館
や
隣
接
す
る
公
園
内
な
ど
、市
内
33
カ
所
に
古
紙

等
回
収
倉
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。市
民
で
あ
れ
ば
、ど
の
倉

庫
に
持
ち
込
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

設
置
場
所
、持
込
可
能
な
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、各
自
治
会

（
公
民
館
）に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
、古
紙
等
回
収
倉
庫
の
設
置
場

所
を
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.kasuga.fukuoka.

jp/tetuzuki/eisei/k-souko.htm
l

▽
地
域
の
古
紙
等
集
団
回
収

自
治
会
や
子
ど
も
会
、老
人
会
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど

が
、古
紙
の
集
団
回
収
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
方
法
や
実
施
日
は
団
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
、住
ん
で
い
る
地
区
の
自
治
会（
公
民
館
）に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
事
業
所
の
古
紙
回
収（
事
業
系
古
紙
回
収
事
業
）

市
は
、各
事
業
所
で
分
別
し
束
ね
た
古
紙
を
無
料
で
回
収

（
指
定
袋
も
不
要
）し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、市
の
ご
み
収
集
運
搬
許
可
業
者
と
契
約
を
結
ん

で
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。回
収
を
希
望
す
る
事
業
所
は
、契

約
先
の
許
可
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
で
発
生
し
た
古
紙
は
、古
紙
等
回
収
倉
庫
や
集
団

回
収
に
は
出
せ
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●出せる雑がみの例
雑誌、教科書、本、コピー用紙（プリントなど）、チラシ、ノート、菓子箱、名刺、封筒、ハガキ、
紙袋、包装紙、カレンダー、折り紙、ラップやトイレットペーパーなどの芯、紙の付箋

問い合わせ先
ごみ減量推進課
☎（584）1111
F（584）1147

△二次元コード

　

市
は
古
紙
回
収
を
促
進
し
、燃
え

る
ご
み
を
削
減
す
る
た
め
、古
紙
等

回
収
団
体
に
回
収
量
１
㎏
当
た
り
９

円
の
報
償
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、１
０
３
団
体

が
登
録
し
、全
団
体
合
わ
せ
て
約

３
８
０
０
ト
ン
の
古
紙
を
回
収
し
て

お
り
、燃
え
る
ご
み
の
減
量
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、古
紙
回
収
を
通
じ
て

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、報
償
金
を
団
体
の
活
動
に
役
立

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、希
望
す
る
団
体
は
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
の
で
、気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
等
回
収
団
体
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

窓あき封筒のセロハンや、ティッシュ箱の
ビニール部分などを取り除く

小さな紙は、紙袋やビニール袋に
入れてまとめて出す
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用
意
で
き
て
い
ま
す
か
？

□
飲
料
水

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
衣
類

□
履
物

□
食
料
品

□
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

□
貴
重
品

□
懐
中
電
灯

□
救
急
セ
ッ
ト

□
筆
記
用
具

□
雨
具（
防
寒
具
）

□
テ
ィ
シ
ュ
な
ど

②
二
次
持
出
品
の
準
備

救
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
数
日
間
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
用
意
す
る
も
の
で
す
。で
き
れ

ば
３
日
分
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

用
意
で
き
て
い
ま
す
か
？

□
飲
料
水（
１
人
当
た
り
３
ℓ
を
３
日
分
）

□
食
料（
ア
ル
フ
ァ
米
、乾
パ
ン
、レ
ト
ル
ト

食
品
、缶
詰
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
）

□
生
活
用
品（
食
器
、コ
ッ
プ
、ド
ラ
イ
シ
ャ

ン
プ
ー
、簡
易
ト
イ
レ
）

□
救
出
用
機
材（
の
こ
ぎ
り
、ジ
ャ
ッ
キ
、

バ
ー
ル
、ロ
ー
プ
） 

　9月1日は「防災の日」です。「防災の日」は、1923年（大正12年）に関東大震災が発
生した日でもあります。また、例年9月1日をはさむ8月下旬から9月中旬は、台風の襲
来が多いとされ、「災害への備えを怠らないように」との戒めも込められています。
　近年では、平成23年3月11日に東日本大震災が発生し、私たちは自然災害の恐ろ
しさを改めて感じました。
　災害はいつ発生するか分かりません。日頃から災害についての認識を深め、備えを
万全にしましょう。また、家族や地域で災害から身を守る方法、安全対策について話
し合いましょう。

◆
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止

□
転
倒
防
止
金
具
な
ど
で
固
定
し
、倒
れ
に
く

く
す
る
。

□
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な
ど
、サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、食

器
戸
棚
、窓
な
ど
の
ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
な
い

よ
う
に
し
て
お
く
。

□
本
棚
な
ど
は
、重
い
も
の
を
下
の
方
に
収
納

し
、重
心
を
低
く
す
る
。

□
棚
や
タ
ン
ス
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に
危
険
な

物
を
載
せ
な
い
。

□
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
製
品
が
転
倒
し
た
り
滑
り

出
し
た
り
し
な
い
よ
う
防
止
枠
を
設
け
る
。

◆
非
常
用
品
の
備
え

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、救
援
体
制

が
整
う
ま
で
約
３
日
か
か
り
ま
す
。家
族
構
成

な
ど
を
考
慮
し
て
、各
家
庭
で
必
要
な
持
ち
出

し
品
を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。

①
一
次
持
出
品
の
準
備

避
難
す
る
と
き
に
最
初
に
持
ち
出
す
も
の

で
す
。欲
張
り
す
ぎ
る
と
重
く
な
り
避
難
に

支
障
を
き
た
す
た
め
、男
性
15
㎏
、女
性
10
㎏

を
目
安
に
準
備
し
、す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

地
震
へ
の
備
え

問い合わせ先　道路防災課消防防災担当
☎（584）1111　F（584）1143

に備える
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導
員
の
派
遣
を
行
い
、防
災
に
対
す
る
技
術

や
知
識
の
普
及
、指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
員
募
集

普
段
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、火
災
を

は
じ
め
と
す
る
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
存

在
の
消
防
団
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
、地
域
の
た
め
に
何
か
で

き
る
こ
と
を
探
し
て
い
る
人
な
ど
を
春
日

市
消
防
団
で
は
募
集
し
て
い
ま
す
。消
防

団
に
興
味
の
あ
る
人
は
、気
軽
に
市
役
所

道
路
防
災
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

◆
地
震
時
の
行
動

□
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下

に
隠
れ
、揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
つ
。

◆
地
震
直
後
の
行
動

□
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、揺
れ
が
収

ま
っ
て
か
ら
、火
を
消
す
。

□
出
火
し
た
時
は
、落
ち
着
い
て
消
火
す
る
。

□
避
難
で
き
る
よ
う
出
口
を
確
保
す
る
。

□
瓦
、窓
ガ
ラ
ス
、看
板
な
ど
が
落
ち
て
く
る

の
で
、慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

□
屋
外
で
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
に
近
寄
ら
な
い
。

◆
地
震
後
の
行
動

□
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
正
し
い
情
報
を

収
集
す
る
。

□
自
分
の
家
の
安
全
を
確
認
後
、隣
近
所
の

安
否
を
確
認
す
る
。

□
避
難
が
必
要
な
と
き
は
、電
気
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
り
、ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る
。

□
玄
関
に
行
き
先
を
記
し
た
メ
モ
を
貼
る
。

□
原
則
徒
歩
で
避
難
す
る
。

□
倒
壊
家
屋
や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

を
協
力
し
て
救
出
・
救
護
す
る
。

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度

　

国
土
交
通
省
の
試
算
に
よ
る

と
、全
国
の
木
造
戸
建
住
宅
の
約

４
割
が
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危

険
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
制
度
は
、建
築
士
等
の
専
門
家

を
自
宅
に
派
遣
し
、住
宅
の
耐
震

性
能
に
つ
い
て
適
格
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

自
宅
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
は
、ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

県
内
で
昭
和
56
年
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
戸

建
住
宅
に
住
ん
で
い
る

人

費
用　

３
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
生

涯
あ
ん
し
ん
住
宅

☎（
５
８
２
）８
０
６
１

F（
５
８
２
）８
１
６
２

◆
自
助
・
共
助
の
重
要
性

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、消
防
署
や
市
役

所
な
ど
の
公
的
機
関
も
被
害
を
受
け
、公
的

な
支
援
が
素
早
く
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
重
要
性
の
割
合

は「
７（
自
助
）対
２（
共
助
）対
１（
公
助
）」と

い
わ
れ
て
い
て
、災
害
発
生
直
後
か
ら
数
日

間
は「
自
助
・
共
助
」が
重
要
と
な
り
ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織

春
日
市
に
は
、全
35
地
区
の
自
治
会
で
自

主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。自
主

防
災
組
織
と
は
、地
域
の
人
々
が
自
発
的
に

防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。

積
極
的
に
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
参
加
し
、「
地
域
防
災
力
」を
向
上
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

市
で
は
各
自
主
防
災
組
織
に
防
災
対
策
指

各項目の□に
チェックを入れながら
確認してね！

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
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大土居公民館

大丸池公園

クローバー
プラザ

白水児童センター

避難所地図

▲春日市防災ガイドブックを確認しましょう。マップ
は市ウェブサイト（ http://www.city.kasuga.
fukuoka.jp/bousai/sonae/guidebook/
index.html）でも見ることができます。

△二次元
　コード
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らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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風疹の抗体検査、予防接種費用の補助について
　先天性風疹症候群の発生予防のため、県は風疹抗
体検査を、市は予防接種費用の補助を実施します。
○県による風疹抗体検査（無料）の実施
対象　県内（福岡市、北九州市、久留米市、大牟田市
を除く）に住民票がある原則20歳以上で次のい
ずれかに該当する人

▷妊娠を希望する人および妊娠する可能性が高い人
▷妊婦の配偶者（パートナーを含む）
※妊婦が抗体検査で抗体価が低いことが確認され
ている場合または抗体検査未実施の場合に限り
ます。

実施期間　8月1日㈭～平成26年3月31日㈪
※筑紫保健福祉環境事務所では9月、10月は毎週木
曜日の午前9時から11時まで実施しています。

申込方法　期間中の平日午前8時30分～午後5時に
電話で予約する

※詳しくは問い合わせてください。
申込・問い合わせ先　筑紫保健福祉環境事務所

☎（513）5584　F（513）5598
○市による予防接種費用の補助
対象　市内に住民票があり次のいずれかに該当する

人
①妊娠を希望している49歳以下の女性のうち、風疹

抗体検査の結果が基準値（HI法で16倍以下また
はEIA法で8.0未満）に当てはまる人
②抗体価が基準値に当てはまる妊婦の配偶者（パー
トナーを含む）で、抗体検査の結果が上記の基準
値に当てはまる人
接種ができる期間　8月1日㈭～平成26年3月31日

㈪
補助額　上限5000円
申請に必要なもの　指定の申請書兼請求書、風疹

の抗体検査の結果が分かるもの（5年以内のも
の）、風疹の予防接種をしたことが分かる医療機
関の領収書、風疹の予防接種を受けた日が分か
るもの（予診票の写しなど）、男性の場合はパート
ナーの母子健康手帳の写し・自身とパートナーの
抗体検査の結果が分かるもの

申請方法　前記の「申請に必要なもの」を、予防接
種を受けた日から1カ月以内または平成26年3月
31日のいずれか早い日までに、直接持参する

申請・問い合わせ先　健康課健康増進担当（昇町1ｰ
120いきいきプラザ内）
☎（501）1134
F（501）0051

仕
事
な
ど
の
た
め
に
、夜
間（
開

始
時
間
が
原
則
と
し
て
午
後

５
時
以
降
）に
人
工
透
析
に
よ
る
治

療
を
受
け
て
い
る
人
に
対
し
て
、交

通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
て
次
の
全
て
を
満

た
す
人

○
今
年
の
４
〜
９
月
に
、月
５
回
以

上
夜
間
の
人
工
透
析
を
受
け
た
月

が
あ
る（
助
成
対
象
は
月
５
回
以

上
透
析
を
受
け
た
月
の
み
）

○
通
院
距
離（
自
宅
か
ら
医
療
機
関

ま
で
）か
通
院
費
用
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る

▽
自
家
用
車
使
用
で
通
院
距
離
が

片
道
10
㎞
以
上

▽
公
共
交
通
機
関
か
タ
ク
シ
ー
使

用
で
月
額
２
０
０
０
円
以
上
負

担※
タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合
は
領

収
書
が
必
要
で
す
。

助
成
額　

月
額
２
０
０
０
円

申
請
期
間　

９
月
17
日
㈫
〜
30
日
㈪

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当

（
市
役
所
１
階
）

腎臓疾患患者福祉給付金の助成
福祉支援課 障がい担当 　☎（584）1111　F（584）3090
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普
段
の
生
活
の
中
で
、な
か
な
か
意
識
す
る

こ
と
が
少
な
い
下
水
道
。今
回
は
９
月
10

日
の「
下
水
道
の
日
」に
ち
な
ん
で
、下
水
道
使
用

料
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、下
水
道
の
維
持
補
修
や
下

水
の
浄
化
な
ど
の
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。汚
水

量
に
応
じ
て
、左
記
の
使
用
料
金
表
に
よ
り
２
カ

月
ご
と
に
使
用
料
を
請
求
し
ま
す（
算
出
後
、10
円

未
満
切
り
捨
て
）。

　

上
水
道
の
み
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、上
水
道

を
使
っ
た
量
が
汚
水
量
と
な
り
ま
す
。

　

井
戸
の
み
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、メ
ー
タ
ー

を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
計
測
水
量
に
よ
っ

て
算
定
し
、メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
な
い
場
合

は
居
住
者
数
に
よ
っ
て
汚
水
量
を
算
定
し
ま
す
。

　

上
水
道
と
井
戸
を
併
用
利
用
し
て
い
る
人
で
、

井
戸
使
用
量
が
居
住
者
数
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る

場
合
は
、井
戸
の
み
の
汚
水
量
の
２
分
の
１
の
量

と
、上
水
道
使
用
量
と
の
合
計
が
汚
水
量
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
、井
戸
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、ま
だ
届
け

出
を
行
っ
て
い
な
い
人
、新
し
く
井
戸
の
利
用
を

始
め
る
人
は
、下
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

井
戸
の
居
住
者
数
に
よ
る
汚
水
量
の
算
定

（
１
期（
２
カ
月
）当
た
り
）

▽
１
人
世
帯　

20
㎥

▽
２
人
世
帯　

32
㎥

▽
３
人
世
帯　

40
㎥

▽
４
人
以
上
世
帯　

48
㎥

※
下
水
道
利
用
者
の
世
帯
人
数
ご
と
の
平
均
使
用

水
量
を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。

９月10日は下水道の日
下水道課 庶務担当 　☎（584）1111　F（584）1143

基本使用料（※1）1470円

汚水量による区分 使用料／㎥

累進
使用料
（※2）

1～20㎥ 56円70銭

21～40㎥ 172円20銭

41～60㎥ 204円75銭

61～80㎥ 214円20銭

81～100㎥ 260円40銭

101～200㎥ 271円95銭

201～1000㎥ 323円40銭

1001㎥以上 336円
※1 汚水量が0㎥の場合も掛かります。
※2 汚水量により単価が変わります。

■使用料金表（2カ月分・税込）

下水道使用料計算の例（48㎥使用した場合）

内訳
▷（1～20㎥）20㎥×56.7円＝1134円
▷（21～40㎥）20㎥×172.2円＝3444円
▷（41～60㎥）8㎥×204.75円＝1638円
▷基本使用料　1470円
合計　7686円
使用料　7680円（10円未満切り捨て）

平成25年度春日市戦没者追悼式

　先の大戦における戦没者および一般戦災死没者を追
悼するとともに、世界の恒久平和を祈念するため、春日
市戦没者追悼式（献花方式）を行います。
　遺族には案内状を送付しています。届いていない場合
は連絡してください。
日時　９月20日㈮

午前11時～正午（受付／午前10時～）
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール（大谷６ー

24）
※手話通訳が必要な人は、9月9日㈪までに連絡してくだ

さい。
問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当

☎（５８４）１１１１　F（５８４）１１４２
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５
〜
７
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結
果（
３
件
、契

約
金
額
５
０
０
０
万
円
以
上
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５
月
分

▽
春
日
市
立
春
日
東
中
学
校
校
舎
改
築
工
事（
第
１
工
区
）建

築
本
体
工
事

工
事
期
間　

６
月
25
日
〜
平
成
26
年
２
月
28
日

契
約
金
額　

２
億
９
５
２
６
万
円

工
事
業
者　

溝
江
・
山
口
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

▽
若
草
市
営
住
宅
Ａ
棟
建
設
工
事（
建
築
本
体
工
事
）

工
事
期
間　

６
月
25
日
〜
平
成
26
年
９
月
30
日

契
約
金
額　

３
億
９
５
４
万
円

工
事
業
者　

内
藤
・
大
名
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

７
月
分

▽
若
草
市
営
住
宅
Ａ
棟
建
設
工
事（
機
械
設
備
工
事
）

工
事
期
間　

７
月
24
日
〜
平
成
26
年
９
月
30
日

契
約
金
額　

６
１
８
４
万
５
０
０
０
円

工
事
業
者　

株
式
会
社
ト
キ
ワ
設
備　

春
日
営
業
所

市発注の建設工事の入札結果
財政課 契約担当 　☎（584）1111　F（584）1145

資産等報告書の
審査結果報告書を公開

　春日市長等政治倫理条例に基づき
市長、副市長、教育長から提出された
資産等報告書を、春日市長等政治倫
理審査会が審査しました。
　その結果を公開します。
閲覧開始日　８月29日㈭
閲覧場所・問い合わせ先　情報政策

課情報公開広報担当（市役所２
階）
☎（５８４）１１１１
F（５８４）１１４２

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、毎
年
６
月
に
現

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
け
は
、そ
の
年
の
６

月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
把
握

し
、児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

給
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い

と
、６
月
分
以
降
の
手
当
て
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、提
出
が
遅
く
な
る
と

10
月
10
日
㈭
の
支
払
い
に
間
に

合
わ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、早

急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
提

出
が
遅
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、現
況
届
の
審
査
後
、随
時

支
払
い
）。

　

な
お
、現
況
届
の
提
出
が
必

要
な
人
に
は
６
月
６
日
㈭
に
現

況
届
通
知
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。紛
失
な
ど
で
手
元
に
な
い

場
合
は
再
送
し
ま
す
の
で
、連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児童手当・特例給付　現況届の手続きは済んでいますか
こども未来課 母子児童担当 　☎（584）1111　F（584）1115

市
は
、次
世
代
育
成
支
援
対
策

春
日
市
後
期
行
動
計
画（
子

ど
も
・
子
育
て
に
こ
に
こ
プ
ラ
ン
）を

平
成
22
年
３
月
に
作
成
し
、次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
支
援
な

ど
、子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
事
業

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
、平
成
24
年
度
進
行

状
況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
公

表
し
ま
す
。

　

後
期
行
動
計
画
で
は
、51
事
業
に

つ
い
て
55
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。こ
の
55
目
標
の
う
ち
達
成
率
が

75
％
以
上
の
も
の
は
49
目
標（
89
・

１
％
）で
す
。

　

詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.city.kasuga.fuku 

oka.jp/joho/houkoku/kodo 
m
o_kosodate_plan/24index. 
htm
l

）、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役

所
２
階
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

「子ども・子育てにこにこプラン」平成24年度の進行状況を公表
子育て支援課 子育て支援担当 　☎（584）1010　F（584）7739
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春日奴国あんどん祭り
写真コンテスト出展作品募集

　プロ、アマチュア、年齢、市内外を問いません。気軽に
応募してください。
テーマ　春日奴国あんどん祭り
作品の規格　六つ切り、A4判、四つ切りのカラープリント
（記録メディアは不可）

出展制限　1人2点まで（未発表の作品に限る）
撮影日時　
▷10月26日㈯　午後5時30分～8時30分
▷10月27日㈰　午前10時～午後８時30分
撮影場所　県営春日公園、春日奴国あんどん祭り会場
応募方法　11月8日㈮午後4時（必着）までに、作品の

裏に申込書を添付して郵送する（持参可）
※申込書は市民祭り振興会、市地域づくり課（市役所４
階）、ふれあい文化センター（大谷６ー 24）、いきいきプ
ラザ（昇町１ー１２０）の各窓口またはあんどん祭りウェ
ブサイトで入手できます。
作品展示期間　12月4日㈬～8日㈰　
作品展示場所　ふれあい文化センター旧館ギャラリー

表彰賞金など
▷最優秀賞（1点）　賞金1万円
▷優秀賞（2点）　賞金5000円
▷佳作（5点）　春日市特産品
▷参加賞　応募者全員
審査員
▷三
みとま

笘正
まさかつ

勝さん（二科会写真部会員）
▷白
しろうず

水清
きよみつ

光さん（写友会「弥生」会長）
留意点
▷応募作品は返却しません。
▷入賞作品の著作権は当会に帰属し、春日奴国あん
どん祭りの広報宣伝に使用します。

▷人物を主題とした作品は必ず被写体（本人）の承諾を
得た上で応募してください。主催者は肖像権侵害など
の責任は負いません。
問い合わせ先　春日市民祭り振興会（伯玄町２ー 24春
日市商工会館2階）

　　☎（581）1407　F（575）0702

市
内
全
小
学
校
の
全
学
年
を
対
象
に
、外
国
語
活
動（
英
語
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、各
小
学
校
で
外
国
語
活
動
の
オ
ー
プ
ン
・
ス
ク
ー

ル（
授
業
参
観
）を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
来
校
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
学
年　

左
表
の
と
お
り

持
っ
て
く
る
も
の　

上
履
き

春日市小学校外国語活動オープン・スクール
学校教育課　☎（584）1111　F（584）1153

学校 住所 期日 開始時間 学年 駐車場
春日野小学校 春日公園4ｰ1ｰ1 9月5日㈭ 午後2時15分 4年 なし

春日原小学校 春日原南町4ｰ37ｰ1 9月12日㈭ 午後1時30分 1年 あり

須玖小学校 須玖南2ｰ71 9月13日㈮ 午後1時55分 2年 あり

春日東小学校 若葉台東1ｰ51 9月14日㈯ 午前11時10分 1年 あり

白水小学校 白水ヶ丘1ｰ100 10月18日㈮ 午後3時10分 5年 あり

春日小学校 昇町1ｰ142 10月23日㈬ 午後2時50分 6年 あり

春日北小学校 岡本1ｰ35 10月26日㈯ 午前10時20分 6年 なし

日の出小学校 日の出町3ｰ1ｰ10 11月6日㈬ 午後2時20分 5年 あり

春日西小学校 下白水南4ｰ134 12月4日㈬ 午後2時10分 2年 あり

天神山小学校 天神山6ｰ39 12月9日㈪ 午後2時55分 4年 なし

大谷小学校 大谷4ｰ1 12月10日㈫ 午前11時 3年 あり

春日南小学校 春日8ｰ100 12月10日㈫ 午後1時50分 3年 あり

■オープンスクール日程



市 報 か す が
平成25年9月1日13

軽
症
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
休
日
や
夜
間
の
救

急
医
療
を
受
診
す
る
人
が
増
え

て
お
り
、緊
急
性
の
高
い
重
症

患
者
の
治
療
に
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、休
日
や
夜
間
は
医
療

機
関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
の

単
価
は
高
く
設
定
さ
れ
て
お

り
、そ
の
分
、窓
口
で
の
負
担
も

高
く
な
り
ま
す
。

　

本
当
に
必
要
な
人
が
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
に
、ま
た
、

保
険
税
や
窓
口
負
担
と
し
て
皆

さ
ん
が
負
担
す
る
医
療
費
が
無

駄
な
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、医
療
機
関
を
利
用
す
る

際
に
は
、次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▽
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
機

関
は
緊
急
性
の
高
い
患
者
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で

す
。受
診
す
る
前
に
平
日
の

時
間
内
に
受
診
で
き
な
い
か

考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
休
日
・
夜
間
の
子
ど
も
の

急
な
病
気
で
困
っ
た
ら
、

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
、福
岡
県
は
午

後
７
時
〜
翌
日
午
前
７
時
、

携
帯
電
話
可
）を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。小
児
科
の
医
師
や

看
護
師
か
ら
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
対
処
の
仕
方
な
ど
の

助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
か
か
り
つ
け
医
師
を
持
ち
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え

ま
し
ょ
う
。医
療
費
を
増
や

す
だ
け
で
な
く
、重
複
す
る

検
査
や
投
薬
に
よ
っ
て
か

え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。現
在

の
治
療
に
不
安
が
あ
る
と
き

は
、医
師
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

▽
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意

し
、余
っ
て
い
る
と
き
は
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▽
薬
は
飲
み
合
せ
に
よ
っ
て
は

副
作
用
が
生
じ
ま
す
。お
薬

手
帳
を
活
用
し
て
既
に
処
方

さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬

剤
師
に
伝
え
、飲
み
合
わ
せ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

医療機関・薬局の適正受診
国保年金課 国保担当 　☎（584）1111　F（584）1141

西
出
張
所（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
）は
、土
・
日
曜
日
、祝

日
も
利
用
で
き
ま
す（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）。

　

平
日
と
土
・
日
曜
日
・
祝
日
で
は
取
扱
業
務
が
一
部
異
な
り
ま
す
の
で
、左
の
一

覧
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時　

毎
日（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

西出張所は、土・日曜日、祝日も開庁
市民課・税務課　☎（584）1111　F（584）1141　／　西出張所 　☎（501）1133　F（501）0051

内容 平日 土・日曜日・祝日
住民票（謄（抄）本、除票、記載事項証明書）の発行 ○ ○
印鑑登録 ○ ×
印鑑登録証明書の発行 ○ ○
戸籍全部（個人）事項証明、改製原戸籍、除籍の発行 ○ ×
戸籍の附票の発行 ○ ×
身分証明書の発行 ○ ×
戸籍届出書（婚姻・出生・死亡など）の受領 × ○
※1 表の○は「できる業務」、×は「できない業務」です。
※2 住民異動届（転入、転出、転居など）は、平日のみ市役所本庁（市民課）で受け付けています。

内容 平日 土・日曜日・祝日
所得証明、課税（非課税）証明の発行 ○ ×
納税証明（市県民税（個人・法人）、固定資産税、軽自動
車税、滞納のない証明）の発行 ○ ×

評価証明、公課証明、資産（無資産）証明、名寄帳、所得
税申告用資料の発行 ○ ×

納付証明（国民健康保険税、介護保険料）の発行 ○ ×
原付バイク（125cc以下）の廃車、新規登録 ○ ×
市税などの支払い（納付） ○ ○（※2）
※1 表の○は「できる業務」、×は「できない業務」です。
※2 納付期限内の納付書持参の場合に限ります。

■住民票・戸籍など

■税務証明・納付など
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保
育
に
関
す
る
業
務
を
行
う
保
育

士（
臨
時
）を
募
集
し
ま
す
。

　

保
育
現
場
を
離
れ
て
い
た
人
も
、気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

保
育
士
証
を
有
す
る
人

任
用
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成
26
年
3

月
31
日（
平
成
26
年
9
月
30
日

ま
で
更
新
す
る
場
合
あ
り
）

勤
務
日
数　

週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）

勤
務
時
間

①
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
の
う
ち
７
時

間
45
分

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
ど
ち
ら
も
途
中
に
45
分
の
休
憩
あ

り
。

勤
務
場
所　

昇
町
保
育
所（
昇
町
３
ー

１
５
９
）ま
た
は
須
玖
保
育
所

（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

報
酬　

日
額
６
７
０
０
円（
有
給
休
暇
・

社
会
保
険
あ
り
、賞
与
・
交
通
費

支
給
な
し
）

募
集
人
員　

若
干
名

選
考
方
法　

面
接

応
募
方
法　

９
月
17
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、履
歴
書
と
保
育
士
証
の
写

し
を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
未

来
課
保
育
所
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

保育士（臨時）を募集
こども未来課 保育所担当 　☎（584）1111　F（584）1115

生
涯
学
習
や
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動

な
ど
の
推
進
の
た
め
の
地
域
活
動
推
進

体
制
づ
く
り
の
助
言
・
指
導
を
行
う
地
域
活
動

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

生
涯
学
習
や
地
域
活
動
に
関
す
る
経
験

や
知
識
が
あ
る
人
で
、業
務
推
進
の
意

欲
の
あ
る
人

任
用
期
間　

11
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

勤
務
日
数　

週
５
日（
土
・
日
曜
日
勤
務
の
場
合

あ
り
）

勤
務
時
間　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
代
勤
務（
途

中
45
分
の
休
憩
あ
り
）

▽
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

▽
午
前
10
時
45
分
〜
午
後
７
時

▽
午
後
０
時
45
分
〜
９
時

勤
務
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

報
酬　

月
額
17
万
２
２
０
０
円（
有
給
休
暇
・
社

会
保
険
あ
り
、賞
与
・
交
通
費
支
給
な

し
）

募
集
人
員　

１
人

選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

応
募
方
法　

９
月
17
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、履

歴
書
と
活
動
経
験
を
ま
と
め
た
自
己
紹

介
文（
Ａ
４
用
紙
１
枚
程
度
）を
提
出
す

る（
郵
送
可
）

※
持
参
す
る
場
合
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
平
日
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー
24
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

地域活動指導員（嘱託職員）を募集
社会教育課 社会教育担当 　☎（575）4121　F（593）7380

高
齢
者
の
長
年
の
社
会
貢
献
に
感
謝
し
、

市
か
ら
お
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
す
。配

布
の
開
始
は
９
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
・
贈
呈
金
額

▽
80
〜
99
歳
の
人（
大
正
３
年
４
月
１
日
〜
昭

和
９
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

５
０
０
０
円

※
各
自
治
会
を
通
じ
て
贈
呈
し
ま
す
。

▽
１
０
０
歳
以
上
の
人（
大
正
３
年
３
月
31
日

以
前
生
ま
れ
）

２
万
円

　

※
市
か
ら
直
接
贈
呈
し
ま
す
。

高齢者祝金を贈呈します
高齢課 高齢者支援担当 　☎（584）1111　F（584）3090

ふれあい文化センター
外壁改修工事を行います

　開館から30年を迎えるふれあい文
化センター旧館の外壁改修工事を行
います。
　騒音などでご迷惑をお掛けします
が、ご理解、ご協力をお願いします。
期間　9月上旬～平成26年1月下旬
（予定）

問い合わせ先　文化振興課総務担当
☎（584）3366　
F（501）1669
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イ
ベ
ン
ト

開
催
し
ま
す

福
岡
県
障
害
者
雇
用
促
進
大
会

　

障
害
者
雇
用
の
促
進
と
企
業
・
一
般

県
民
に
対
す
る
障
害
者
雇
用
の
啓
発
の

た
め
の
大
会
で
す
。

日
時　

10
月
１
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
10
分

場
所　

福
岡
県
庁
３
階
講
堂（
福
岡
市

博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

内
容

▽
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
、優
秀
勤

労
障
害
者
の
知
事
表
彰

▽
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
、優
秀
勤

労
障
害
者
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
な

ど
伝
達

▽
記
念
講
演　

浦う
ら
た田
理り

え恵
さ
ん（
ロ
ン

ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
競
技
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

定
員　

３
０
０
人

申
込
方
法　

９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
福
祉
労
働

部
労
働
局
新
雇
用
開
発
課

☎（
６
４
３
）３
５
９
４

F（
６
４
３
）３
６
１
９

ス
ポ
ー
ツ

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

受
講
生
募
集

　

市
内
在
住
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
各

団
体
の
指
導
者
お
よ
び
保
護
者
を
対
象

と
し
た
テ
ー
ピ
ン
グ
の
講
習
会
で
す
。

　

な
る
べ
く
２
人
１
組
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

９
月
28
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ̶

旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
料　

１
人
５
０
０
円（
練
習
用

テ
ー
ピ
ン
グ
代
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、タ
オ

ル
、飲
み
物

※
膝
ま
で
出
せ
る
服
装（
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
不
可
）で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

９
月
18
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、連
絡
先
を
伝
え
る

※
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
事
務
局　

中な
か
た
に谷

☎（
５
９
３
）２
２
５
１（
F
兼
用
）

一般
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
募
集

　

高
校
生
以
上
の
市
民
を
対
象
と
し
た

初
心
者
向
け
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
で

す
。

日
時　

10
月
１
日
㈫
〜
11
月
15
日
㈮
の

火
・
金
曜
日（
10
月
15
日
㈫
・
18

日
㈮
・
11
月
１
日
㈮
・
５
日
㈫
を

除
く
計
10
回
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　

２
０
０
０
円（
別
途
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
料
８
０
０
円
が
必

要
）

持
っ
て
く
る
も
の　

動
き
や
す
い
服

装
、上
靴
、ラ
ケ
ッ
ト

申
込
方
法　

９
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番
号
、

ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会（
大
和
町
５
ー

１
ー
１
ー
７
３
０
）塩し

お
ざ
き崎
紀の

り
こ子

☎（
５
９
３
）８
７
５
３（
F
兼
用
）

健　

康

高
齢
者
の
た
め
の

運
動
教
室

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

教
室
で
す
。自
分
の
体
力
に
合
っ
た
教

室
を
選
ん
で
、楽
し
く
無
理
な
く
運
動

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

○
転
ば
ん
塾

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民
で
、15
分

以
上
の
歩
行
が
つ
ら
い
な
ど

体
力
に
自
信
が
な
い
人

日
時　

毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

椅
子
に
座
っ
た
運
動
が
中
心

※
事
前
に
心
身
状
況
な
ど
の
面
接
を

行
い
、参
加
期
間
な
ど
を
決
定
し

ま
す
。市
が
認
め
た
場
合
は
、送
迎

事
業（
片
道
１
０
０
円
）が
利
用
で

き
ま
す
。

○
古
希
元
気
塾

対
象　

70
歳
以
上
の
市
民
で
、ひ
ざ

痛
・
腰
痛
が
あ
る
な
ど
で
、体

力
低
下
が
気
に
な
る
人

日
時　

10
月
４
日
〜
12
月
27
日
の
毎

週
金
曜
日（
計
13
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
運

動
、柔
軟
体
操
な
ど

定
員　

25
人

○
七
〇
元
気
塾

対
象
・
内
容　

古
希
元
気
塾
と
同
じ

日
時　

10
月
２
日
〜
12
月
25
日
の
毎

週
水
曜
日（
計
13
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

25
人

○
に
こ
に
こ
ス
タ
ジ
オ

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

日
時　

10
月
７
日
〜
12
月
16
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
・
振
替
休
日

を
除
く
計
９
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

体
力
向
上
の
た
め
の
リ
ズ
ム

体
操
・
骨
盤
体
操
・
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

定
員　

50
人

○
い
き
い
き
ス
タ
ジ
オ

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

日
時　

10
月
２
日
〜
12
月
25
日
の
毎

週
水
曜
日（
計
13
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

ボ
ー
ル
な
ど
の
運
動
用
具
を

利
用
し
、持
久
力
・
筋
力
の
向

上
を
行
う
運
動

定
員　

30
人

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料

▽
転
ば
ん
塾　

１
回
２
０
０
円

▽
そ
の
他
の
教
室　

１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮
に

電
話
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
伝
え
る（
新
規
者
優

先
・
申
込
先
着
順
）

※
転
ば
ん
塾
は
、窓
口
ま
た
は
電
話
で

通
年
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
転
ば
ん
塾

健
康
課
介
護
予
防
担
当（
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

▽
そ
の
他
の
教
室

い
き
い
き
ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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▽
持
久
力
測
定（
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で
の

心
肺
持
久
力
テ
ス
ト
）

▽
結
果
説
明
・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

※
持
久
力
測
定
・
結
果
説
明
・
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
は
、都
合
の
良
い
日
時

を
予
約
し
て
、別
日
に
実
施
し
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

45
人

持
っ
て
く
る
も
の　

上
靴
、運
動
し
や

す
い
服
装
、水
筒
、タ
オ
ル

申
込
方
法　

９
月
10
日
㈫
ま
で
に
、電

話
で
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２

F（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
ル
ー
ム
ス
ク
ー
ル
レ
ッ
ス
ン

参
加
者
募
集

　

10
月
開
設
の
い
き
い
き
ル
ー
ム
ス

ク
ー
ル
レ
ッ
ス
ン
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。一
緒
に
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
前
か
後
に
は
、い
き

い
き
ル
ー
ム
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
１

時
間
ま
で
併
せ
て
実
施
で
き
ま
す
。

○
リ
ラ
ッ
ク
ス
気
功

日
時　

10
月
７
日
〜
12
月
16
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
、振
替
休
日

を
除
く
計
９
回
）

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

内
容　

呼
吸
法
を
取
り
入
れ
た
ゆ
っ

く
り
し
た
体
操
で
、ス
ト
レ

ス
解
消
・
体
質
改
善
に
効
果

的
な
運
動

○
リ
ズ
ミ
ッ
ク
ス

日
時　

10
月
７
日
〜
12
月
16
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
、振
替
休
日

を
除
く
計
９
回
）

午
後
２
時
〜
３
時

内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
テ
ッ
プ

運
動
な
ど
の
有
酸
素
運
動

に
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

併
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
ヨ
ー
ガ

日
時　

10
月
８
日
〜
12
月
24
日
の
毎

週
火
曜
日（
12
月
10
日
㈫
を

除
く
計
11
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

内
容　

呼
吸
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら

ポ
ー
ズ
を
取
り
、柔
軟
性
と

全
身
調
整
を
目
指
す
運
動

○
姿
勢
改
善

日
時　

10
月
10
日
〜
12
月
26
日
の
毎

週
木
曜
日（
11
月
28
日
㈭
を

除
く
計
11
回
）

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・

骨
盤
矯
正
体
操
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
運
動

○
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時　

10
月
４
日
〜
12
月
27
日
の
毎

週
金
曜
日（
11
月
１
日
㈮
を

除
く
計
12
回
）

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

内
容　

骨
盤
周
囲
の
深
部
の
筋
力

を
強
化
し
、姿
勢
改
善
や
バ

ラ
ン
ス
向
上
を
目
指
す
運
動

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

利
用
料　

１
回
３
５
０
円

定
員　

各
25
人（
リ
ズ
ミ
ッ
ク
ス
は
40

人
）

※
申
込
先
着
順
で
新
規
者
を
優
先
し
ま

す
。ま
た
、全
日
程
の
７
割
以
上
出
席

で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮
に

電
話
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福　

祉

母
子
家
庭
等
就
業・自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

自
立
促
進
の
た
め
の
講
習
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、父
、お
よ
び
寡

婦
の
自
立
促
進
の
た
め
の
講
習
会
で

す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、父
ま
た

は
寡
婦
で
、就
職
や
転
職
を
希

望
し
て
い
る
人

科
目　

パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ｓ（
表
計
算
３
級
）

検
定
対
策
講
習
会

期
間　

10
月
10
日
㈭
〜
11
月
13
日
㈬

（
火
〜
金
曜
日
、18
日
間
）（
10
月

15
日
㈫
、11
月
５
日
㈫
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

検
定
日　

11
月
15
日
㈮（
午
前
）の
予
定

受
講
料　

５
４
０
０
円
程
度（
検
定
料
・

テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
、申
込
数
少
数
時
は
中

止
の
場
合
あ
り
）

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児（
事
前
予
約

制
）　

申
込
方
法　

９
月
18
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
所

定
の
申
込
書
を
送
る

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
、市
こ
ど
も

未
来
課
、県
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
社
会
福
祉
課
窓
口
ま
た
は（

http://fukuoka-kenboren.
jp/

）で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会　

母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

今
回
の
体
力
測
定
は
、敬
老
の
日
直

前
の
た
め
、通
常
は
行
っ
て
い
な
い
ロ

コ
モ
度
テ
ス
ト
や
体
の
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ

ク
も
行
い
ま
す
。

　

ロ
コ
モ（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
、運
動
器
症
候
群
）と
は
、筋
肉

や
関
節
な
ど
の
運
動
器
の
障
が
い
に
よ

る
要
介
護
の
状
態
や
要
介
護
の
リ
ス
ク

の
高
い
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。ロ

コ
モ
度
テ
ス
ト
で
は
、同
世
代
の
平
均

と
比
べ
、現
在
の
自
分
の
移
動
能
力
を

確
認
し
ま
す
。

　

測
定
後
は
、測
定
結
果
に
基
づ
い
て

効
果
的
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助
言
し

ま
す
。い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
を
手

に
入
れ
る
た
め
に
、積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

期
日　

９
月
13
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後

１
時
〜
３
時（
希
望
す
る
１
時

間
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス
テ
ス

ト
な
ど
）

▽
体
成
分
分
析
測
定
・
血
管
年
齢
測
定

（
筋
肉
量
や
動
脈
硬
化
度
な
ど
の
測

定
）

▽
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク（
歩
幅
脚
力
・
立

ち
上
が
り
筋
力
測
定
な
ど
）

▽
体
の
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク
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筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

講
座・講
演
会

○
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
講
演
会

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
ん
で
い
る

家
族
向
け
の
講
演
会
で
す
。自
助
グ

ル
ー
プ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
10
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

演
題　

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
と
対
応
に

つ
い
て
〜
家
族
が
で
き
る
こ

と
・
で
き
な
い
こ
と
〜

講
師　

諸も
ろ
く
ま隈　

琢た
く

さ
ん（
県
立
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
太
宰
府
病
院

医
師
）

定
員　

30
人

申
込
方
法　

９
月
５
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

○
精
神
保
健
福
祉
家
族
講
座

精
神
障
が
い
者
の
家
族
、一
般
住

民
、関
係
機
関
職
員
な
ど
を
対
象
に

し
た
講
座
で
す
。

日
時　

９
月
17
日
㈫

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
／

午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
大
会
議
室

演
題　

統
合
失
調
症
と
う
つ
病
に
つ

い
て

講
師　

大
お
お
ば
や
し林
長ち

ょ
う
じ二
さ
ん（
県
立
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
太
宰
府
病
院

医
師
）

定
員　

50
人

申
込
方
法　

９
月
12
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
む

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
大
会
議
室（
大

野
城
市
白
木
原
３
ー
５
ー
25
）

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
５

F（
５
１
３
）５
５
９
８　

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

参
加
者
募
集

　

春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」に
よ
る
バ
ス
ハ
イ
ク

で
す
。市
内
に
居
住
す
る
介
護
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

な
が
ら
、介
護
の
悩
み
を
語
り
合
い
、日

頃
の
介
護
疲
れ
を
癒
し
ま
せ
ん
か
。初

め
て
の
人
で
も
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

日
時　

９
月
19
日
㈭

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時

集
合
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

行
き
先　

か
え
る
寺
、キ
リ
ン
ビ
ア

パ
ー
ク
他

参
加
費　

２
０
０
０
円

定
員　

28
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

服は
っ
と
り部

☎（
５
８
２
）５
７
９
８（
F
兼
用
）

環　

境

参
加
者
募
集

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

９
月
22
日
㈰
の
ご
み
減
量
フ
ェ
ア

（
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
・
環
境
フ
ェ
ア
・
動

物
愛
護
フ
ェ
ア
も
同
時
開
催
）の
中
で

行
う
、ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
、家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
と
そ
れ
ら
を
分
解
す
る
基
材

を
混
ぜ
る
だ
け
で
、簡
単
に
栄
養
た
っ

ぷ
り
の
堆
肥
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
、市
主
催
の
講
習

会
の
受
講
者
は
、ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

９
月
22
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

市
役
所
職
員
駐
車
場

※
雨
天
時
は
、市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、印
鑑

（
用
具
購
入
費
補
助
希
望
者
の

み
）

申
込
方
法　

９
月
17
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推

進
課

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

事
業
参
加
者
募
集

　

同
事
業
組
合
は
、流
域
交
流
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
水
源
地「
椿
ヶ
鼻
」を
満
喫
し
よ
う

対
象　

福
岡
都
市
圏
在
住
の
小
学
生

を
含
む
親
子
の
グ
ル
ー
プ

で
、森
林
保
全
体
験
や
登
山

が
で
き
る
人

日
時　

10
月
５
日
㈯
午
前
８
時
30
分

〜
６
日
㈰
午
後
４
時
30
分

事
業
内
容

▽
大
山
ダ
ム
の
見
学

▽
植
樹
・
枝
打
ち
作
業

▽
地
元
食
材
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

▽
釈
迦
岳
登
山

▽
椿
ヶ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク（
日

田
市
前
津
江
町
）宿
泊

※
他
家
族
と
の
同
宿
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。

参
加
料　

１
人
２
０
０
０
円（
施
設

使
用
料
、食
事
代
、傷
害
保
険

料
な
ど
）

定
員　

30
人
程
度（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

②
筑
後
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
南
小
国

に
参
加
し
よ
う

対
象　

福
岡
都
市
圏
居
住
の
人
で
長

時
間
の
バ
ス
移
動（
南
小
国

ま
で
バ
ス
で
片
道
約
３
時

間
）と
約
１
時
間
の
散
策
が

で
き
る
人

日
時　

10
月
16
日
㈬

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分

事
業
内
容

▽
き
よ
ら
祭
り
・
筑
後
川
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
南
小
国　

見
学

▽
筑
後
川
源
流
散
策

▽
黒
川
温
泉
露
天
風
呂
入
浴

参
加
料　

無
料（
食
事
代
、入
浴
料
は

各
自
負
担
）

定
員　

50
人
程
度（
応
募
者
多
数
の

場
合
抽
選
）

集
合
解
散
場
所　

福
岡
市
役
所（
福
岡

市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
）

申
込
方
法　

①
は
９
月
12
日
㈭
、②
は

９
月
24
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
者
全
員

分
の
郵
便
番
号
・
住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号

（
緊
急
連
絡
先
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

①
同
組
合
事
務
局「
家
族
で
満
喫
！
水

源
地（
椿
ヶ
鼻
）」係

②
同
組
合
事
務
局「
筑
後
川
源
流
探
訪

in
南
小
国
」係

①
②（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡
市
役
所

内
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.
jp
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子
育
て

最
近
、本
を
読
ん
で
い
ま
す
か

パ
パ・マ
マ
の
読
書
タ
イ
ム

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
、図
書
館
で

ゆ
っ
く
り
と
本
を
選
び
、読
書
で
き
る

よ
う
に
託
児
を
行
い
ま
す
。ゆ
っ
く
り

と
図
書
館
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

託
児
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
す
が
の「
ま
か
せ
て
会
員
」

が
行
い
ま
す
。

対
象　

生
後
３
カ
月（
首
が
す
わ
っ
た

子
ど
も
）〜
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

日
時　

９
月
17
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※
次
回
は
12
月
に
行
い
ま
す
。

場
所　

市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
）

託
児
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
集
会
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

子
ど
も
１
人
５
０
０
円

定
員　

５
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
３
日
㈫
〜
10
日
㈫

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
保
護
者

と
子
ど
も
の
名
前
、子
ど
も
の

生
年
月
日
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
会
員・ど
っ
ち
も
会
員
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

か
す
が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）は
、「
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
」が「
子

育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
」を

支
援
す
る
会
員
同
士
の
相
互
援
助
活
動

組
織
で
す
。

　

今
回
、同
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。全
日
程
の
出
席
が

で
き
な
い
場
合
は
、次
回
の
講
習
会
で

未
受
講
分
を
受
け
る
と
会
員
登
録
で
き

ま
す
。受
講
は
無
料
で
、託
児（
２
歳
以

上
・
先
着
順
で
定
員
10
人
・
無
料
）も
行

い
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
10
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
仕
組
み
と
活
動
、子

ど
も
た
ち
の
遊
び

▽
10
月
10
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

子
ど
も
の
体
と
健
康（
医
師
の
立
場

か
ら
）、子
ど
も
の
遊
び

▽
10
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

気
持
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
、子
ど
も
の
遊
び

▽
10
月
22
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
〜
正

午救
命
講
習（
子
ど
も
の
事
故
と
安
全

に
つ
い
て
）、子
ど
も
の
遊
び

▽
10
月
23
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
た
め
に

〜
地
域
力
を
生
か
す
〜
、会
員
登
録

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

申
込
方
法　

9
月
9
日
㈪
〜
30
日
㈪

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

※
詳
細
は
、市
役
所
ロ
ビ
ー
や
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ

ザ
、す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
置
い
て
い

る
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
か
す
が
事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isapo@

city.kasuga.fuku
oka.jp講

演
講
座

読
書
講
演
会

子
ど
も
と
本
を
つ
な
い
で

　

子
ど
も
の
読
書
推
進
運
動
の
先
駆
者

で
あ
る
広ひ

ろ
せ瀬
恒つ

ね
こ子
さ
ん
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

９
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
開
場

／
午
前
９
時
30
分
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

広
瀬
恒
子
さ
ん（
親
子
読
書
地

域
文
庫
連
絡
会
代
表
）

定
員　

１
０
０
人

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

子
ど
も
絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

　

市
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
春
日

市
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展
の
一
環
と

し
て
、絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

　

絵
が
得
意
な
人
も
普
段
絵
を
描
か
な

い
人
も
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
12
日
㈯

▽
低
学
年
の
部（
小
学
１
〜
３
年
生
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
高
学
年
の
部（
小
学
４
〜
６
年
生
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
ー
57
）

講
師　

吉よ
し
む
ら村　

形け
い（
彫
刻
家
）

定
員　

各
部
30
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

水
彩
画
道
具
一

式
、ク
レ
パ
ス（
ク
ー
ピ
ー
不

可
）、筆
拭
き
タ
オ
ル
、水
筒（
任

意
）

申
込
方
法　

９
月
17
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、学
校
名
・

学
年
、「
こ
ど
も
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
申
込
」と
書
い
て
送

る

※
受
講
の
可
否
に
つ
い
て
は
、９
月
下

旬
に
連
絡
し
ま
す
。ま
た
、保
護
者
の

見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
当
日
回
収

し
、児
童
画
展
に
出
品
し
ま
す
。作
品

は
３
月
上
旬
に
返
却
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー

24
）

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fukuo

ka.jp

昔
の
道
具
を
使
っ
て
み
よ
う

粉
ひ
き
体
験
参
加
者
募
集

　

大
豆
を
石
臼う

す

で
ひ
い
て
き
な
粉
に
し

た
り
、お
茶
を
抹
茶
に
し
た
り
し
て
昔

の
人
々
の
知
恵
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
参
加
で
き
ま
す

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
５
日
㈭
〜
10
月
４
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７
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「
さ
か
あ
が
り
」教
室

参
加
者
募
集

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
体
操
を
交
え

な
が
ら
、親
子
で
一
緒
に
楽
し
く
逆
上

が
り
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生（
保
護
者
同
伴
）

期
日　

９
月
７
日
㈯
・
21
日
㈯
・
28
日
㈯

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
グ
ラ
ウ
ン

ド（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

※
雨
天
時
は
室
内
で
実
施
し
ま
す
。

参
加
費　

児
童
１
５
０
円
、保
護
者

３
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ
棟
受
付

☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ボ

豊
か
な
人
間
関
係
の
た
め
に

　
「
幸
せ
な
人
生
と
は
仲
良
く
生
き
る

こ
と
」で
す
。誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る

本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
、一
緒
に
考
え
ま

せ
ん
か
。

日
時　

９
月
24
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
２（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

長ち
ょ
う
あ
み

阿
彌
幹み

き
お生
さ
ん（
教
育
文
化

研
究
所
代
表
）

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

託
児　

10
人（
生
後
６
カ
月
〜
未
就
学

児
・
１
人
５
０
０
円
）

※
９
月
13
日
㈮
ま
で（
申
込
先
着
順
）に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
事
務
局　

前ま
え
だ田

☎
０
７
０（
５
４
０
３
）９
０
６
６

F（
５
５
８
）６
４
７
８

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

３
級
講
習
会

　

色
彩
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
や
検

定
試
験
を
受
け
る
人
を
対
象
に
、必
要

な
知
識
を
指
導
し
ま
す
。

日
時　

10
月
１
日
㈫
〜
11
月
19
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日（
計
８
回
）

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

１
万
６
０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
、問
題
集
な
ど
を
含
む
）

※
受
講
料
納
入
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

場
合
は
払
い
戻
し
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈪
〜
18
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号（
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

☎（
５
８
１
）３
４
１
２

F（
５
８
１
）３
７
０
３

保
育
士
有
資
格
者

現
場
復
帰
促
進
研
修
会

　

結
婚
や
出
産
、定
年
な
ど
で
保
育
現

場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士
の
再
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、体
験
実
習
を
行
い
ま

す
。

　

参
加
は
無
料
で
、事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、福
岡
県
保
育
協
会
は
、希
望
の

勤
務
条
件
に
合
う
保
育
所
へ
の
就
職

あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

保
育
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

日
時　

10
月
１
日
㈫
〜
24
日
㈭
の
う
ち

の
１
日
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
実
習
日
は
地
区
ご
と
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

場
所　

福
岡
地
区
、筑
後
地
区
、京
築
地

区
の
各
保
育
所（
17
カ
所
）

定
員　

１
カ
所
当
た
り
５
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
社
団
法

人
福
岡
県
保
育
協
会（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

☎（
５
８
２
）７
９
５
５

F（
５
８
２
）７
９
５
６

http://w
w
w
.fphk.jp/

陶
芸
無
料
体
験
教
室

参
加
者
募
集

　

陶
器
作
り
の
無
料
体
験
教
室
で
す
。

あ
な
た
だ
け
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。先
輩
会
員
が
丁
寧
に
手
伝
い

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
居
住
で
、陶
芸
に
興
味
が

あ
る
40
歳
以
上
の
人（
初
心
者

歓
迎
）

日
時　

９
月
８
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

作
陶
室（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

陶
友
会　

草く
さ

場ば

☎（
５
８
４
）２
５
８
９（
F
兼
用
）

消費生活 信通

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
【相談日】 毎週月～金曜日
【時　間】 午前10時～午後0時15分
 午後1時～4時
【場　所】 市消費生活センター
 （光町1-73）

健康食品の
正しい利用法

　インターネットやテレビな
どで目にする健康食品。健康
への関心が高まり、さまざま
な健康食品が市場にあふれて
います。健康食品は「摂取すれ
ば健康になる」というイメー
ジが強いようですが、安全性
や有効性がしっかり検証され
ている製品もあれば、まった
く検証されていなかったり、
違法に医薬品成分が添加され
ていたりする悪質な製品もあ
ります。

ひとこと助言
　健康食品はあくまでも食品
の1つであり、医薬品的な効
果は期待できません。
　実際に健康食品を購入す
る際は、「○○が治った」など
利用者の体験談ではなく、自
分自身で製品中に含まれる成
分の安全性や有効性を調べた
り、「本当に必要かどうか」か
かりつけの医師や薬剤師に相
談したりするなど、しっかり
考えて購入しましょう。
　消費生活センターでは、悪
質商法の他にも、振り込め詐
欺や多重債務、リコール・製品
事故に関する相談も受け付け
ています。困ったときは、まず
相談してください。
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子
育
て
女
性
の
た
め
の

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

結
婚
・
出
産
な
ど
で
退
職
し
、も
う
一

度
働
き
た
い
と
い
う
女
性
を
対
象
に
、

福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所
と
筑
紫
野
市

が
共
催
で
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま

す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

　

講
義
後
に
は
任
意
で
、就
職
あ
っ

せ
ん
の
仮
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。登

録
す
る
と
、求
人
情
報
や
セ
ミ
ナ
ー
情

報
を
定
期
的
に
送
り
ま
す
。

日
時　

９
月
11
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南
１
ー

９
ー
３
）

内
容　

講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
私

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
〜
面
接

対
策
〜
」

講
師　

安あ
ん
ど
う藤
さ
ゆ
り（
２
級
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能
士
、

株
式
会
社
ク
ロ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ

ズ
代
表
取
締
役
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

※
託
児
に
つ
い
て
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
市
男

女
共
同
参
画
推
進
課

☎（
９
１
８
）１
３
１
１

F（
９
２
３
）０
４
１
６

danjo@
city.chikushino.fuku

oka.jp

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

赤
十
字
救
急
員
養
成
講
習

　

病
気
や
け
が
や
災
害
か
ら
自
分
自
身

を
守
り
、け
が
人
や
急
病
人
を
正
し
く

救
助
し
、医
師
ま
た
は
救
急
隊
員
な
ど

に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
救
命
手
当
て
の
知

識
と
技
術
の
普
及
を
目
的
と
し
た
講
習

で
す
。

○
基
礎
講
習

日
時　

10
月
18
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

教
材
費　

１
５
０
０
円（
保
険
料
な

ど
を
含
む
）

○
救
急
員
養
成
講
習

日
時　

10
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
１
日
目
は
基
礎
講
習
後
の
午
後
２

時
頃
か
ら
行
い
ま
す
。

教
材
費　

１
５
０
０
円（
保
険
料
な

ど
を
含
む
）

※
基
礎
講
習
未
受
講
の
人
は
、基
礎

講
習
も
併
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

対
象　

満
15
歳
以
上
で
講
習
に
耐
え
得

る
体
力
と
健
康
状
態
の
人

場
所　

同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠

３
ー
１
ー
１
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

９
月
９
日
㈪
〜
27
日
㈮

に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、往
復
ハ
ガ
キ
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
む

※
講
習
会
場
・
日
程
、郵
便
番
号
・
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、性

別
、職
業
、電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い（
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
復

信
表
面
に
住
所
、氏
名
を
、フ
ァ
ッ
ク

ス
の
場
合
は
返
信
先
の
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
も
明
記
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部
事
業

一
課（
〒
815
ー
８
５
０
３
福
岡

市
南
区
大
楠
３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

http://w
w
w
.fukuoka.jrc.or.

jp/作
っ
ち
ゃ
お
う
！

わ
た
し
達
の
ご
は
ん
と
お
や
つ

　
「
食
と
絵
本
の
移
動
空
間
」４
５
１
堂

店
長
の
横よ

こ
い井
寛ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん
に
よ
る
食
育
に

関
す
る
講
話
と
調
理
を
行
い
ま
す
。

　

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

５
歳
か
ら
小
学
生
を
含
む
親
子

（
親
１
人
に
子
ど
も
２
、３
人
で

も
可
）

日
時　

９
月
14
日
㈯

①
お
昼
ご
は
ん
作
り（
お
に
ぎ
り
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
お
や
つ
作
り（
冷
蔵
庫
の
残
り
野
菜

と
冷
ご
飯
で
お
好
み
焼
き
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

持
っ
て
く
る
も
の　

飲
み
物
、残
り
野

菜
を
何
か
１
つ（
１
人
１
つ
）、

包
丁
か
果
物
ナ
イ
フ

費
用　

１
人
１
０
０
円

定
員　

40
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
９
日
㈪
ま
で
に
、Ｅ

メ
ー
ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
①
の

み
、②
の
み
の
参
加
、ま
た
は
両

方
の
参
加
の
別
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
担

当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
級
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

は
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
安

心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

建
築
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

各
種
専
門
家
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
人
で
す
。

　

こ
の
２
級
試
験
の
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
す
。

期
日　

９
月
24
日
㈫
〜
11
月
15
日
㈮
の

毎
週
火
・
金
曜
日（
11
月
１
日
㈮

を
除
く
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室
３

（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

受
講
料

▽
一
般　

１
万
７
０
０
０
円

▽
商
工
会
員　

９
０
０
０
円

※
受
講
料
の
他
、テ
キ
ス
ト
代
４
７
２ 

５
円
が
必
要
で
す
。支
払
い
後
の
払

い
戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

定
員　

35
人（
申
込
先
着
順
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈪
〜
12
日
㈭

に
、直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
商
工

会（
伯
玄
町
２
ー
24
）

☎（
５
８
１
）１
４
０
７

F（
５
７
５
）０
７
０
２

第
43
回
青
年
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

　

青
年
の
皆
さ
ん
、政
治（
選
挙
制
度
）

に
つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

20
〜
30
歳
く
ら
い
の
人

期
日　

10
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰

場
所　

県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

（
糟
屋
郡
篠
栗
町
大
字
金か

な
い
で出

３
３
５
０
ー
２
）

定
員　

40
人

申
込
方
法　

10
月
２
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
詳
し
く
は
県
選
挙
管
理
委
員
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.

pref.fukuoka.lg.jp/f06/tsud
oi.htm

l

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
選
挙
管
理

委
員
会

☎（
６
４
３
）３
０
７
７

F（
６
４
３
）３
０
７
８
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募　

集

あ
ん
ど
ん
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り
を
彩
る

あ
ん
ど
ん
の
設
置
や
点
灯
、壊
れ
た

あ
ん
ど
ん
の
取
替
作
業
な
ど
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の

あ
る
小
学
生
以
上
の
人（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

日
時（
希
望
す
る
日
時
）

▽
10
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
２
〜
５
時
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
10
月
27
日
㈰

午
後
３
時
〜
６
時

集
合
場
所　

春
日
公
園
祭
り
本
部
テ
ン

ト（
原
町
３
ー
１
ー
４　

野
球

場
ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
前
）

定
員　

各
日
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

※
手
袋
、飲
み
物
持
参
、動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
一
日
活
動
参
加
者
に
は
昼

食
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

10
月
11
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、参
加
で
き
る
日
時
、小
学

生
は
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.ne.

jp参
加
者
募
集

幼
児
の
た
め
の
自
然
体
験
教
室

　

精
華
女
子
短
大
幼
児
保
育
学
科
主
催

の
自
然
体
験
教
室
で
、保
育
者
を
目
指

す
学
生
が
１
対
１
で
支
え
ま
す
。

　

子
ど
も
が
家
族
と
離
れ
自
然
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、強
靭
な
体
と
豊
か
な
感

性
、自
立
心
や
生
活
習
慣
、協
調
性
を
培

い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
４
〜
５
歳
児

集
合
日
時　

９
月
21
日
㈯
午
前
８
時
30

分

集
合
場
所　

同
短
大（
福
岡
市
博
多
区

南み
な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町
２
ー
12
ー
１
）

解
散
日
時　

９
月
22
日
㈰
午
後
３
時

宿
泊
先　

お
き
ら
く
荘（
糟
屋
郡
篠
栗

町
萩は

ぎ
お尾
）

参
加
費　

４
０
０
０
円（
保
険
料
、交
通

費
、宿
泊
、食
費
な
ど
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
10
日
㈫
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
短
大
幼
児

保
育
学
科　

田た
じ
り尻
由ゆ

み

こ
美
子

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

tajiri@
seika.ac.jp

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会（
上
級
）

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会
で

す
。筆
記
お
よ
び
実
技
試
験
を
実
施
し

ま
す
が
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

中
学
生
以
上
で
春
日
市
、大
野

城
市
、那
珂
川
町
に
居
住
・
通
勤

す
る
人

日
時　

10
月
13
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

千
歳
町
公
民
館

管
理
人
募
集

　

千
歳
町
公
民
館
の
管
理
人
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

住
み
込
み
可
能
な
人（
夫
婦
歓

迎
）

入
居
時
期　

11
月
１
日
㈮

場
所　

千
歳
町
公
民
館（
千
歳
町
３
ー

32
ー
１
）

主
な
業
務
内
容　

▽
公
民
館
内
外
の
清
掃

▽
公
民
館
の
保
守
管
理（
開
閉
、火
災
、

盗
難
予
防
な
ど
）

▽
回
覧
文
書
の
配
布

▽
公
園
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど

※
手
当
な
ど
詳
細
は
、面
談
の
時
に
説

明
し
ま
す
。

休
日　

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
、盆

申
込
方
法　

９
月
20
日
㈮
午
後
４
時
ま

で
に
、履
歴
書
を
提
出
す
る（
郵

送
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

千
歳
町
自
治

会（
〒
816ｰ

０
８
０
５
千
歳
町

３
ー
32
ー
１
）

☎（
５
８
１
）３
５
５
９（
F
兼
用
）

　

ぶ
ど
う
の
庭
は
、自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
よ
う
な
会
員
制
度
を
と
っ
て
お

り
、市
内
で
活
動
す
る
個
人
や
団
体
を

中
心
に
、市
民
有
志
に
よ
っ
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、87
の
団
体
・
個
人
が
正
会
員

と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。会
員
に
な

れ
ば
、ぶ
ど
う
の
庭
の
施
設
利
用
料
が

減
免
さ
れ
る
な
ど
利
点
も
あ
り
ま
す
。

９
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

○
パ
ン
広
場
〜
こ
だ
わ
り
生
地
で
ピ
ロ

シ
キ
と
ミ
ニ
・
パ
ン
プ
キ
ン
作
り

９
月
９
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
１
時
・
１
５
０
０
円

○
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
教
室

▽
９
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

（
勉
強
会
）・
無
料

▽
９
月
28
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時
30
分（
料
理
教
室
）・

３
０
０
０
円

○
み
ん
な
の
居
場
所
〜
初
め
て
の
体

験
・
そ
う
め
ん
流
し
〜

９
月
９
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午
・

３
０
０
円

○
手
作
り
連
だ
こ
を
作
っ
て
み
よ
う

９
月
29
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時

１
０
０
円
・
小
学
３
年
生
未
満
は
保

護
者
同
伴

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　

F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、父
な
ど
が
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を

行
い
、同
地
域
の
住
民
と
交
流
を
行
う

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

○
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

期
間　

11
月
２
日
㈯
〜
９
日
㈯（
７

泊
８
日
）

定
員　

40
人

申
込
期
限　

９
月
17
日
㈫

○
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

期
間　

11
月
９
日
㈯
〜
16
日
㈯（
７

泊
８
日
）

定
員　

20
人

申
込
期
限　

９
月
24
日
㈫

○
フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）

期
間　

11
月
20
日
㈬
〜
27
日
㈬（
７

泊
８
日
）

定
員　

１
２
０
人

申
込
期
限　

10
月
４
日
㈮

○
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ベ
ト
ナ
ム（
１
次
）

期
間　

11
月
29
日
㈮
〜
12
月
８
日
㈰

（
９
泊
10
日
）

定
員　

60
人

申
込
期
限　

10
月
15
日
㈫

○
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド（
２
次
）

期
間　

平
成
26
年
２
月
12
日
㈬
〜
21

日
㈮（
９
泊
10
日
）

定
員　

60
人

申
込
期
限

▽
イ
ン
ド　

10
月
11
日
㈮

▽
ミ
ャ
ン
マ
ー　

12
月
27
日
㈮

○
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

期
間　

平
成
26
年
３
月
15
日
㈯
〜
23

日
㈰（
８
泊
９
日
）

定
員　

36
人

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈮

参
加
費　

９
万
円

※
実
施
時
期
、日
程
、参
加
費
な
ど
は
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

一
般
財
団
法

人
福
岡
県
遺
族
連
合
会

☎（
７
６
１
）０
０
１
２

F（
７
８
１
）２
０
５
６

平
成
25
年
度
福
岡
県
海
外
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
本
県

出
身
戦
没
者
の
人
々
を
追
悼
し
、平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、慰
霊
巡
拝
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

○
ミ
ャ
ン
マ
ー（
ヤ
ン
ゴ
ン
、ミ
ー
ト

キ
ー
ナ
、マ
ン
ダ
レ
ー
、カ
ロ
ー
な

ど
）

期
間　

10
月
15
日
㈫
〜
22
日
㈫（
８

日
間
）

申
込
期
限　

９
月
５
日
㈭

○
フ
ィ
リ
ピ
ン（
マ
ニ
ラ
、カ
リ
ラ
ヤ
、

バ
ギ
オ
、コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
な
ど
）

期
間　

平
成
26
年
１
月
20
日
㈪
〜
26

日
㈰（
７
日
間
）

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈭

定
員　

各
15
人

※
参
加
資
格
や
費
用
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

一
般
財
団
法

人
福
岡
県
遺
族
連
合
会

☎（
７
６
１
）０
０
１
２

F（
７
８
１
）２
０
５
６

相　

談

高
齢
者・障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、

無
料
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
関
す
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

生
活
上
の
心
配
ご
と
、家
庭
内
や
近

隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、嫌
が
ら
せ
や
虐
待

な
ど
、悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
る
人
は
、

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、一
人
で
悩
ま
ず
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
日
時

▽
９
月
９
日
㈪
〜
13
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
９
月
14
日
㈯
〜
15
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部

☎（
８
３
２
）４
３
１
１

F（
８
３
２
）４
３
２
３

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で

す
。

日
時　

９
月
19
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
10
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

※
資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と
し

ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入
な
ど

を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

☎（
９
２
２
）２
８
８
１

F（
９
２
２
）３
３
４
２

９
月
13
日
㈮・14
日
㈯

親
と
子
の
な
や
み
相
談

　

県
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
思
春

期
の
青
少
年
や
そ
の
家
族
の
た
め
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、面
接
相
談
の
他
、電

話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

９
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

面
接
場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大

野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

相
談
内
容　

子
育
て
、非
行
、い
じ
め
、

ひ
き
こ
も
り
、就
労
な
ど
子
ど

も
や
若
者
に
関
す
る
悩
み
相
談

相
談
電
話
番
号

☎（
５
８
６
）４
０
４
５（
期
間
中
の
み
）

面
接
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
青
少

年
課

☎（
６
４
３
）３
３
８
８

F（
６
４
３
）３
３
８
９

開
催
し
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

　

金
銭
問
題
や
土
地
・
建
物
な
ど
民
事

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
離
婚
、遺
産
問

題
な
ど
家
事
に
関
す
る
も
め
ご
と
の
相

談
に
、裁
判
所
の
調
停
委
員（
弁
護
士
を

含
む
）が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。ま
た
事
前
の
予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

９
月
20
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

▽
民
事

福
岡
民
事
調
停
協
会

☎（
７
８
１
）３
１
４
１

F（
７
５
１
）６
２
２
３

▽
家
事

福
岡
家
事
調
停
協
会

☎（
５
１
０
）０
４
１
６
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ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉

を
守
り
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、子
ど

も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に

関
し
て
、弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時

▽
９
月
４
日
㈬
、10
月
２
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

▽
９
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー
７

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６
階
）

定
員　

１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
約
30
分

申
込
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で
に
、電

話
で
予
約
す
る

※
詳
し
く
は（

http://fukuoka-
kenboren.jp/legal

）を
見
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

そ
の
他

総
務
省
統
計
局

住
宅・土
地
統
計
調
査

　

総
務
省
統
計
局
は
、全
国
か
ら
抽
出

し
た
３
５
０
万
世
帯
を
対
象
に
、10
月

１
日
現
在
で
の
住
宅
・
土
地
に
つ
い
て

次
の
事
項
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

▽
住
宅
や
敷
地
の
広
さ
や
所
有
の
関
係

▽
居
住
し
て
い
る
世
帯
に
関
す
る
こ
と

▽
住
ま
い
の
設
備
状
況
や
住
環
境

　

調
査
結
果
は
、国
や
地
方
自
治
体

に
お
け
る
住
生
活
基
本
計
画
や
耐
震

や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の

策
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、９

月
以
降
に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

敬
老
の
日

ナ
ギ
の
木
苑
開
館

　

ナ
ギ
の
木
苑
は
通
常
、祝
日
は
休
館

日
で
す
が
、９
月
16
日
は
敬
老
の
日
に

ち
な
ん
で
開
館
し
ま
す
。

日
時　

９
月
16
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
浴
場
利
用
は
、午
前
10
時
〜
午
後
６

時
30
分
で
す
。

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
）

料
金（
税
込
）

▽
市
内
居
住
の
60
歳
以
上
、障
が
い
者
、

小
学
生　

１
０
０
円

▽
そ
の
他
の
市
内
居
住
者　

２
０
０
円

▽
市
外
居
住
者　

３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

ナ
ギ
の
木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

市民図書館から未
来
に

ホ
ン
気
！

未
来
に

ホ
ン
気
！

　9月20日から26日は動物愛護週間です。私たちが普段ペットとして飼っている犬や猫、そし
て最終的に食べものとなる牛や豚や鶏、そして動物園の猿やライオンも「命」ある動物です。
　動物好きな人もそうでない人も、普段あまり意識していないけれど私たちの生活に関わっ
ている「動物」のこと、改めて考えてみませんか？

　犬の殺処分ほぼ0を実現した熊本市動物愛護センター 10年の闘
いの記録です。現在でも年間20万頭もの犬や猫が殺処分されてい
る中、当時夢物語とやゆされながらも「殺処分0」を目指し、ほぼ「0」
を実現した熊本市動物愛護センター、その歩みやこれに関わった人
たちの思いが丁寧に取材されています。

　動物を虐待してはいけないとはたいていの人が思っています。で
も、動物虐待は私たちが思うより身近なところで起こっているかも
しれません。生命あるものとして動物を尊重しようとする「動物の権
利」の考え方と背景を、肉食・動物実験・動物園・ペットなど実際の問
題に即して考えた本です。

　人と動物がともに生きるために、西欧と比べた日本の動物法の現
状、身体障害者補助犬、動物の福祉、外来生物問題、鳥インフルエ
ンザなどの感染病、そしてこれからの課題について書かれた一冊で
す。動物法について、また人と動物の関係を、「動物を守る」と「動物
を使う」という２つの視点から捉え直しています。

『ゼロ！ こぎゃんかわいか動物がなぜ死なねばならんと？』
片
かたの

野ゆか／著　集英社　645.6カ【棚59】

『動物の権利』
デヴィッド・ドゥグラツィア／著　岩波書店　480.7ド【棚56】

『日本の動物法』
青
あおき

木人
ひと し

志／著　東京大学出版会　480.9ア【棚56】

市民図書館（大谷6-24）
☎（584）4646　F（584）3900
 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp「命」ある動物

自分や家族が病気になっ
たとき、「自分で病気のこと
を調べたい」、「病院に行く
前に薬や症状について知っ
ておきたい」と思ったことは
ありませんか？
図書館の医療・健康情報

コーナーには①病気を調べ
る②病院を調べる③薬を調
べるという３つのテーマで、
基本書から専門書までそろ
えています。

～医療情報の窓口～

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を



白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 F（593）2801

光
ひかりまち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （F兼用）

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。
◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。9月1日（日）午前10時以降に申し込んでく
ださい。受け付けは午後6時までです（電話可・小学生以上は原則として本人
申込）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加
できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い合わせて
ください。

9月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時～午後5時

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：11日㈬、12日㈭
▶光町：12日㈭、13日㈮

▶白水：5日㈭、6日㈮、18日㈬、19日㈭
▶毛勝：13日㈮

午前11時～11時40分

親子サロン
（1～3歳児向け）

▶須玖：20日㈮
▶光町：3日㈫

▶白水：11日㈬
▶毛勝：3日㈫ 午前10時30分～

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：5日㈭、6日㈮、26日㈭、27日㈮
▶光町：5日㈭、6日㈮、19日㈭、20日㈮

▶白水：12日㈭、13日㈮、25日㈬、26日㈭
▶毛勝：11日㈬、12日㈭、26日㈭、27日㈮

3日（火） すくすく育児相談　午前10時～11時30分

4日（水）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午
場所：いきいきプラザすこやかルーム

7日（土） わんぱく広場（小学生水遊び）　午後2時～3時、雨天中止
※ぬれてもいい格好で、着替えを持参してください。

14日（土） 敬老の日のプレゼント製作（コラージュフォトスタンド）午前10時30分～正午、12人、50円 

20日（金） おはなしな～に？　午前11時～11時30分

22日（日） わくわくクッキング（ほくほくスイートポテト）午前10時30分～正午、12人、150円 

28日（土） 道場やぶり（職員と対決）　午後2時～3時

29日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

4日（水）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午
場所：いきいきプラザすこやかルーム

7日（土） トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上

8日（日） 道場やぶり（秋のビンゴゲーム）　午後2時～3時

15日（日） 敬老の日プレゼント製作（すてきなしおり）午前10時30分～正午、10人、50円 

19日（木） おはなし・だいすき（8・9月生まれのお誕生会）午前11時～11時30分

21日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

22日（日） かんたんクッキング（パフェ作り）午前10時30分～正午、10人、150円 

28日（土） 運動あそび（秋の卓球大会）　午後2時～3時

4日（水）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午　
場所：いきいきプラザすこやかルーム

5日（木） ヒカリンピック！！　午後4時～4時40分

7日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

11日（水） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

12日（木） マットで遊ぼう！　午後4時～4時40分

14日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分～11時30分場所：春日野小ときめきホール

15日（日） 敬老の日のプレゼント作り（おしゃれな小物入れ）午前10時～正午、10人、100円 

19日（木） ヒカリンピック！！　午後4時～4時40分

26日（木） マットで遊ぼう！　午後4時～4時40分

28日（土） かんたんクッキング（白玉パフェ）午前10時～正午、10人、150円 

7日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場　午後2時～2時30分

8日（日） 楽しいクッキング（とろとろ卵のオムライス）
午前10時15分～正午、10人、100円、米一合持参 

15日（日）

敬老の日のプレゼント作り（長寿お守り）
午前10時15分～正午、10人、50円 

親子であそぼう　午後3時～3時20分

21日（土） ニュースポーツに挑戦！！　午後1時30分～3時

25日（水） ママのホッとタイム（楽しくフラダンス）午前10時30分～正午、15人 

29日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

今月の休館日

2日㈪、9日㈪、
16日㈪、17日㈫、
23日㈪、24日㈫、

30日㈪
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開館日／金～日曜日　
時間／午後2時～9時（6月1日～9月15日は午後9時30分まで）

下白水209-171白水大池公園内
☎（558）9099   F（558）9023

　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

星の館 ～秋の名月を楽しもう～

期　日 時　間 内　容
9月1日㈰

午後7時30分～
9時30分

さよなら土星観望会
6日㈮～8日㈰ 星団を見よう
13日㈮～15日㈰ 弓張月を見よう
19日㈭※特別開館 午後6時～9時 中秋の名月観望会
20日㈮～22日㈰ 午後7時～9時 秋の名月観望会
27日㈮～29日㈰ ソラの宝石を見よう

10月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
9月2日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

平
ひらしま

島  侑
ゆうか

果ちゃん
平成22年9月13日生

（天神山）

渕
ふちがみ

上  大
だいち

地ちゃん
平成24年9月18日生

（岡本）

寺
てらだ

田  莉
りいな

奈ちゃん
平成22年9月24日生
（星見ヶ丘）

田
たなか

中  煌
こうき

祈ちゃん
平成24年9月6日生

（原町）

大
おおつか

塚  夏
かりん

凛ちゃん
平成23年9月6日生
（上白水）

藤
ふじおか

岡  佳
けいご

吾ちゃん
平成23年9月26日生
（下白水北）

小
こみや

宮  颯
そら

藍ちゃん
平成23年9月28日生

（原町）

井
いでうえ

手上  太
たいち

一ちゃん
平成23年9月11日生
（白水ヶ丘）

田
たなか

中  友
ゆりな

莉奈ちゃん
平成24年9月27日生
（白水ヶ丘）

廣
ひろみ

見  穂
ほのか

乃花ちゃん
平成24年9月27日生

（弥生）

　白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文現
象の観望会を行っています。参加は無料で、初心者でも
指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館してくださ
い。ボランティアも随時募集中です。

　上記以外の天体観測もできます。また、市ウェブサイ
トでは、星の館のさまざまな情報を掲載しています。

　

散
歩
道
を
書
い
て
い
る
今
日
、

８
月
７
日
は
立
秋
で
す
。暦
の
上

で
は
秋
で
す
が
残
暑
と
は
名
ば
か

り
、連
日
連
夜
の
猛
暑
続
き
に
閉

口
し
て
い
ま
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▼
実
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ま
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ん
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古
い
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昼
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で

は
、若
人
が
猛
暑
を
物
と
も
せ
ず

熱
戦
を
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り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

私
も
負
け
ま
い
と
炎
天
下
の
中

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
ま
し

た
が
、無
理
が
た
た
っ
て
両
腕
は

真
っ
赤
に
腫
れ
上
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
▼
秋
風
が
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の
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を
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し
て
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と
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の
で
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が
・
・
・
▼
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者
の　

よ
う
に
は
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け
ず　

腫
れ
上
が
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主な公共施設の連絡先

春日市役所 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）1111
いきいきプラザ（市役所西出張所） ‥‥‥‥‥ ☎（501）1134
すくすくプラザ（子育て支援センター） ‥‥‥ ☎（584）1010
ふれあい文化センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター ‥‥‥‥‥ ☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（501）1144
市民スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（571）3234
温水プール ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（915）3500
西スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（954）0112
北スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（592）3600
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（929）0110
下白水警部交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（501）1873
春日原警部交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（581）0342
春日南交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署 ‥‥‥‥‥‥‥ ☎（584）1191
火事の問い合わせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎0180（99）9888
春日那珂川水道企業団 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（571）7001
ハート館かすが ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（513）1766
教育支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（517）0396
福祉ぱれっと館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（581）7225
春日北地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥ ☎（589）6227
春日南地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥ ☎（595）8188
ナギの木苑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（595）0513 
シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ☎（596）1826
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（7月31日現在）
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日
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か
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■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380
■文化財課管理担当
　☎（501）1144　F（573）1077

総人口 11万1562人
女 5万7454人

男 5万4108人

世帯数 4万5747世帯

増

転入 627人
出生 97人

その他 7人

減
転出 459人
死亡 48人

その他 1人

　弥生時代の国指定史跡「須玖
岡本遺跡」の一部を奴国の丘歴
史公園内に保存・展示していま
す。遺跡は2つのドームが目印
で、ドーム内では発掘調査時の
状態で甕

かめかん

棺などを見学すること
もできます。また、園内には銅鏡
や勾
まがたま

玉をかたどったモニュメン
トや児童画陶板なども設置して
おり、散策できます。

奴国の丘歴史公園

須玖

春日中学校

岡本

須玖小学校

奴国の丘歴史資料館

※関連記事を2～3ページに掲載し
ています。


